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ネモリズマブの有効性と安全性を再考する
～実臨床データの新知見を含めて～

1997年　東京女子医科大学 卒業
　　　　 同大学糖尿病センター内科入局
1999年　横浜市立大学医学部皮膚科入局
　　　　 横浜市立大学病院、横浜市立市民病院、
　　　　 国立相模原病院、などの勤務経て

2006年　菅原皮膚科クリニック
2021年　横浜西口菅原皮膚科 院長就任

アトピー性皮膚炎（AD）における強いかゆみは、従来治療でコントロールが難しいことが多く、臨床上の課題で
ある。かゆみにはIL-31経路が深く関与しており、その経路を阻害するネモリズマブは臨床試験でかゆみに対す
る改善効果が示され、実臨床でも活用されている。本剤は外用療法を4週間かつ抗ヒスタミン薬または抗アレル
ギー薬を2週間使用しても十分な改善が得られない6歳以上のAD患者のうち、EASI 10以上かつ所定のそう痒ス
コア（VAS 50やかゆみスコア3）を満たす患者に使用可能である。また、前治療要件が4週間であることから、漫
然とした治療継続を避け、早期にかゆみの悪循環を断ち切るアプローチは、患者満足度のみならず長期的な寛
解維持に向けた重要な治療戦略となる。一方で、かゆみに対する高い有効性が期待されるものの、副作用とし
て皮膚症状の悪化がみられることがあり、投与に際しては注意が必要である。皮膚症状の悪化は投与初期に認
められることが多く、浮腫性紅斑が強い症例では中止を検討する場合もあるが、多くの症例では外用療法の強
化などの対応により継続が可能であることを経験している。本講演では、臨床試験および当院での使用経験を
もとに、皮膚症状悪化への対応を含め、AD治療における本剤の適切な使用方法について概説したい。
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講 演 1
三上 万理子 先生 横浜西口菅原皮膚科 院長

かゆみに寄り添うアトピー性皮膚炎治療
～外用療法から全身療法への治療ステップを踏まえて～

2002年　愛知医科大学卒業
　　　　 春日井市民病院 研修医
2004年　愛知医科大学 微生物免疫学

2007年　愛知医科大学 皮膚科
2013年　トヨタ記念病院 皮膚科 医長
2017年　かすがい皮膚科 院長

アトピー性皮膚炎（AD）における瘙痒は、患者のQOLを著しく低下させる中核的症状であり、睡眠障害や集中力低
下など、日常生活全般に大きな影響を及ぼす。実臨床においては、医師の評価と患者の実感が乖離することも少な
くなく、外用療法を含めた治療強化の適切なタイミングを判断するうえで、患者の困りごとを的確に把握することは
必ずしも容易ではない。特に瘙痒は過小評価されやすく、その背景には症状への「慣れ」や「諦め」により十分に訴
えられない状況が存在し、身体的・心理的負担の見落としにつながる可能性がある。
当院では、外用療法の実践状況や各薬剤の治療効果を踏まえつつ、患者報告アウトカム（PRO）を活用して瘙痒や
生活上の負担を可視化し、治療ステップ判断の一助としている。ネモリズマブはIL-31受容体を標的とする治療薬
であり、瘙痒に対する早期からの介入が可能である点が特徴である。本講演では、「かゆみに寄り添う」視点から、
外用療法および全身療法それぞれの特性を踏まえた治療ステップアップの実際、PRO評価の臨床的意義、ならび
に当院におけるネモリズマブの使用経験とその臨床的位置づけについて紹介する。
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春日井 親俊 先生 かすがい皮膚科 院長
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～実臨床データの新知見を含めて～

安部 正敏 先生座 長

医療法人社団 廣仁会 理事長/札幌皮膚科クリニック 院長

三上 万理子 先生演 者

横浜西口菅原皮膚科 院長
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かゆみに寄り添うアトピー性皮膚炎治療
～外用療法から全身療法への治療ステップを踏まえて～

江藤 隆史 先生座 長

日本臨床皮膚科医会 会長/あたご皮フ科 副院長

春日井 親俊 先生演 者

かすがい皮膚科 院長




